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この広報紙は、市民の皆様から寄せられた社協会費と赤い羽根共同募金　の配分金により発行しております。

誰もが
安心して暮らせる

福祉のまちづくり

『社協』は社会福祉協議会の略称です。

平成３１年３月２６日 ～ 令和元年５月１６日 ご協力ありがとうございました。
善　意　銀　行 （敬称略）

金  銭

・
・
・

物  品

・中央支部（一中地区公民館内） 821-0104

・真鍋支部（二中地区公民館内） 824-3588

・東支部（三中地区公民館内） 843-1233

・桜南支部（四中地区公民館内） 824-9330

・上大津支部（上大津公民館内） 828-1008

・南部支部（六中地区公民館内） 842-3585

社協関係部署連絡先

2019.6.18

ボランティアとしてご協力いただいた企業・サークル　※順不同

・㈱筑波銀行
・㈱日立インダストリアルプロダクツ
・㈱日立金属ネオマテリアル
・日立建機㈱
・㈱常陽銀行
・㈱セブン＆アイ・ホールディングス 

・中川ヒューム管工業㈱
・日本郵便㈱ 土浦郵便局
・㈱かんぽ生命保険 土浦支店
・日本マクドナルド㈱
・ＪＦＥ商事㈱
・ひまわりの会 

●平成３０年度事業報告および
　決算報告 …………………………… 2 ～ 3ページ
●社協会費のお願い …………………………４ページ
●基幹相談支援センター、
　障害者虐待防止センター紹介 ……………５ページ
●成年後見センターつちうら紹介 …………５ページ
●青少年ワークショップ、福祉ふれあい体験、
　交流キャンプ参加者募集 …………………６ページ

●きずなＢＯＸ紹介 ……………………………７ページ
●育成会会員募集 ……………………………７ページ
●こどもフェスティバル開催案内……………７ページ
●善意銀行・まごころコーナー ……………８ページ
●介護職員・相談支援員募集 ………………８ページ

嘱託職員募集

★選考方法 面接試験（随時）
★申込方法 電話連絡のうえ、履歴書を本会宛て郵送またはご持参ください。
★問合せ先 土浦市社会福祉協議会（総務係）　土浦市大和町９－２ ウララ２ビル４階　☎８２１－５９９５

求人職種

内容

月給

資格

勤務

勤務場所

介護職員

障害者の介助、送迎など

154,000 円（処遇改善手当別）

初任者研修修了者または介護福祉士、
普通運転免許

８：３０～１７：１５（休憩６０分）、
日曜・祝日休み、４週８休（ローテーション）、
有休、年末年始休暇

土浦市障害者自立支援センター
（総合福祉会館５階）

障害児（者）への相談支援業務

・障害児（者）や家族への情報提供
・障害福祉サービスの利用計画書の作成
　（パソコン使用）　など

180,000 円

相談支援専門員または相談支援専門員の要
件となる実務経験のある方　普通運転免許

８：３０～１７：１５（休憩６０分）、
土日・祝日休み、有休、年末年始休暇

土浦市社会福祉協議会
（総合福祉会館４階）

お問合せ・お申込みは

〒３００－００３６　
土浦市大和町９－２　ウララ２ビル４階
土浦市総合福祉会館内
TEL 029-821-5995 ㈹　
FAX 029-824-4118
E-mail  info＠doshakyo.or.ｊｐ
http://ｗｗｗ.doshakyo.or.jp

・都和支部（都和公民館内） 832-1667

・新治支部（新治地区公民館内） 862-2673

・新治総合福祉センター 862-3522

・老人福祉センター湖畔荘 828-0881

・老人福祉センターうらら 827-0050

（電子オルガン）　貝塚　惇観
（雑巾）　針の会
（シルバーカー・車椅子ほか）　菊地　利雄
（書き損じはがき）　sora 齋藤　真也

・
・
・
・

・（古切手） 土浦協同病院  看護師会
 エキスパート株式会社
 須原　良雄
 土浦訪問看護ステーション
 都和地区民生委員児童委員協議会
 塚田陶管株式会社

コーヒーハウスアモル　代表　滝 智一 25,130円
土浦第３中学校 １２会 5,224円
土浦ＳＯＲＡライオンズクラブ　会長　酒井 英一 100,000円
土浦市ふれあいセンターながみね 72,965円

・
・
・
・

ふれあいネットワーク次号は、９月 18 日（水）発行予定です。



□◆
福
祉
施
設
等
の
管
理
運
営

　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
湖
畔
荘
」・「
う
ら
ら
」
２
施
設
と
、

新
治
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
を

し
ま
し
た
。

◆
生
き
が
い
健
康
づ
く
り

　
芸
能
発
表
会
、
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

各
種
趣
味
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
、
多
様
な
事

業
を
展
開
し
、
高
齢
者
の
方
々
の
生
き
が

い
づ
く
り
と
健
康
の
増
進
を
図
り
ま
し
た
。

◆
ふ
れ
あ
い
電
話
訪
問
サ
ー
ビ
ス

　
市
内
在
住
の
70
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
の
方
で
希
望
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
月

に
２
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
電
話
を
か
け
、
安

否
の
確
認
と
孤
独
感
や
不
安
感
の
解
消
を

図
り
ま
し
た
。

◆
福
祉
ふ
れ
あ
い
体
験

　
福
祉
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
る
た
め
、

市
内
在
住
の
小
学
生
（
３
〜
６
年
生
）
を

対
象
に
、
東
日
本
盲
導
犬
協
会
の
見
学
・

体
験
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
も
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。（
６
ペ
ー
ジ
参
照
）

◆
障
害
児
（
者
）
交
流
キ
ャ
ン
プ

　
障
害
の
あ
る
方
に
多
く
の
仲
間
た
ち
と

楽
し
く
過
ご
し
て
も
ら
う
と
共
に
、
家
族

の
相
互
交
流
を
目
的
に
、
栃
木
県
日
光
市

方
面
へ
行
き
ま
し
た
。
楽
し
く
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。（
６
ペ
ー
ジ
参
照
）

◆
ひ
と
り
親
家
庭
親
子
ふ
れ
あ
い
の
集
い

　
土
浦
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
絡
協
議
会
と

の
共
催
で
、
ひ
と
り
親
家
庭
相
互
の
交
流
・

親
睦
と
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
７
月
に
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し

ま
へ
11
月
に
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
へ
行
き
ま
し
た
。

◆
青
少
年
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
福
祉
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
思
い
や

り
の
心
を
も
っ
た
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
を

目
的
と
し
て
、市
内
在
住
・
在
学
の
高
校
生
・

大
学
生
・
専
門
学
生
を
対
象
に
、
福
祉
施

設
等
で
の
体
験
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
今

年
も
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。（
６

ペ
ー
ジ
参
照
）

◆
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

同
士
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、
お
も
ち
ゃ

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
作
り
の
お
も
ち
ゃ
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
発
達
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
子
育
て
の
情
報
交
換
の
場
と
な

り
ま
し
た
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
の
た
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
様
々
な
相
談
や
調
整
を

行
い
ま
し
た
。
点
字
点
訳
・
音
訳
・
傾
聴
・

手
話
・
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
各
種

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。

◆
友
愛
サ
ー
ビ
ス

　
市
民
同
士
の
助
け
合
い
に
よ
る
有
償
型

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
食
事
の

支
度
・
洗
濯
・
掃
除
・
買
い
物
な
ど
の
家

事
援
助
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
し
た
。

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
市
民
同
士
の
助
け
合
い
に
よ
る
有
償
型

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
保
育
施

設
へ
の
送
迎
や
学
童
保
育
終
了
後
の
預
か

り
、
産
前
産
後
の
家
事
援
助
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
ま
し
た
。

◆
社
会
福
祉
協
議
会
支
部

　
中
学
校
区
ご
と
に
設
置
さ
れ
て
い
る
社

協
支
部
で
は
、
身
近
な
総
合
相
談
事
業
と
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
な
が
ら
各
地
区

の
要
支
援
者
に
対
す
る
各
種
支
部
事
業
を

展
開
し
ま
し
た
。

◆
障
害
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
の
日
中
活
動
の

場
と
し
て
、
創
作
活
動
や
機
能
訓
練
な
ど

の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
障
害
の
あ
る

方
の
社
会
参
加
と
福
祉
の
増
進
を
支
援
し

ま
し
た
。

◆
福
祉
の
店
ポ
プ
ラ

　
市
内
外
の
福
祉
施
設
等
で
障
害
者
の

方
々
が
手
作
り
し
た
作
品
等
を
、
常
設
店

（
市
庁
舎
店
・
中
央
店
）
や
イ
ベ
ン
ト
会
場

に
出
張
し
販
売
し
ま
し
た
。

◆
訪
問
介
護
事
業

　
在
宅
で
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や

障
害
者
の
方
を
対
象
に
、
家
事
援
助
や
身

体
介
護
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
し
た
。

◆
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
障
害
の
あ
る
方
や
ご
家
族
か
ら
の
生
活

全
般
の
相
談
に
応
じ
て
、
福
祉
制
度
の
情

報
提
供
や
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す

る
総
合
的
・
専
門
的
な
支
援
を
行
い
ま
し

た
。（
５
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま

す
。）

◆
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

　
障
害
者
へ
の
虐
待
の
早
期
発
見
と
虐
待

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
虐
待
に
関
す
る
通

報
や
相
談
を
、
専
用
回
線
で
24
時
間
３
６

５
日
受
け
付
け
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て

支
援
を
行
い
ま
し
た
。（
５
ペ
ー
ジ
で
詳
し

く
紹
介
し
て
い
ま
す
。）

◆
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
う
ら
ら

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
介
護
予

防
の
た
め
の
事
業
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
し
た
。

◆
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
要
支
援
者
を
地
域
で
支
え
合
う
た
め
、

民
生
委
員
児
童
委
員
・
医
師
・
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

し
、
土
浦
型
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
拡
充

を
図
り
ま
し
た
。

◆
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

　
生
活
困
窮
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
自
立

に
つ
な
が
る
よ
う
、
就
労
支
援
そ
の
他
必

要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
生
活
困
窮
世
帯
の
小
学
４
〜

６
年
生
を
対
象
に
、
子
ど
も
の
学
習
支
援

教
室
を
開
設
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
学

習
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

◆
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
つ
ち
う
ら

　
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、

申
立
て
手
続
き
支
援
や
法
人
で
の
受
任
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
人
材
育
成
や
成
年

後
見
制
度
の
基
礎
知
識
を
周
知
す
る
た
め
、

市
民
後
見
人
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
や
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。（
５
ペ
ー
ジ
で
詳
し

く
紹
介
し
て
い
ま
す
。）

平
成
30
年
度
事
業
報
告

地
域
福
祉
活
動
の
推
進
と
充
実
の
た
め
に
各
種
事
業
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

主
な
事
業
を
次
の
と
お
り
報
告
い
た
し
ま
す
。

当期末支払資金残高
105,631,817

施設管理
運営事業等
129,337,011

在宅サービス
・障害相談事業
120,690,748

地域包括支援センター事業
103,344,415

生活相談事業
31,354,914

事業収入・貸付事業等収入
8,984,139

負担金収入
358,500

経理区分間・
会計単位間繰入金収入

23,607,069

その他の収入
5,961,167

前期末支払
資金残高
115,585,308

自主財源
（社協会費・

共同募金配分金等）
33,224,848

法人運営事業
176,456,428補助金収入

156,840,452

受託金収入
198,230,360

指定管理料収入
143,378,000

介護保険・自立支援給付費等収入
106,786,227

地域福祉推進事業
72,682,652

高齢福祉事業
7,968,179

児童福祉事業
5,420,858

障害福祉事業
26,974,199

母子寡婦
父子福祉事業

621,616

ボランティアセンター活動推進事業
12,473,233

ふ
く
し
の
相
談
グ
ル
ー
プ

地
域
福
祉
グ
ル
ー
プ

平成 30年度　社会福祉協議会資金収支決算
《収入》792,956,070円 《支出》792,956,070円

第38回高齢者スポーツ大会（11.14）第38回高齢者スポーツ大会（11.14）

福祉ふれあい体験（８.２、８.８）福祉ふれあい体験（８.２、８.８）市民後見人講演会（１.19）市民後見人講演会（１.19）

つちうら社協だより ふれあいネットワーク

❸ ❷

みなさまからお寄せいただいた社協会費は、各種事業に活用されています。社協の各種事業には赤い羽根共同募金の助成金が活用されています。
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方
を
対
象
に
、
月

に
２
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
電
話
を
か
け
、
安

否
の
確
認
と
孤
独
感
や
不
安
感
の
解
消
を

図
り
ま
し
た
。

◆
福
祉
ふ
れ
あ
い
体
験

　
福
祉
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
る
た
め
、

市
内
在
住
の
小
学
生
（
３
〜
６
年
生
）
を

対
象
に
、
東
日
本
盲
導
犬
協
会
の
見
学
・

体
験
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
も
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。（
６
ペ
ー
ジ
参
照
）

◆
障
害
児
（
者
）
交
流
キ
ャ
ン
プ

　
障
害
の
あ
る
方
に
多
く
の
仲
間
た
ち
と

楽
し
く
過
ご
し
て
も
ら
う
と
共
に
、
家
族

の
相
互
交
流
を
目
的
に
、
栃
木
県
日
光
市

方
面
へ
行
き
ま
し
た
。
楽
し
く
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。（
６
ペ
ー
ジ
参
照
）

◆
ひ
と
り
親
家
庭
親
子
ふ
れ
あ
い
の
集
い

　
土
浦
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
絡
協
議
会
と

の
共
催
で
、
ひ
と
り
親
家
庭
相
互
の
交
流
・

親
睦
と
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
７
月
に
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し

ま
へ
11
月
に
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
へ
行
き
ま
し
た
。

◆
青
少
年
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
福
祉
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
思
い
や

り
の
心
を
も
っ
た
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
を

目
的
と
し
て
、市
内
在
住
・
在
学
の
高
校
生
・

大
学
生
・
専
門
学
生
を
対
象
に
、
福
祉
施

設
等
で
の
体
験
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
今

年
も
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。（
６

ペ
ー
ジ
参
照
）

◆
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

同
士
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、
お
も
ち
ゃ

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
作
り
の
お
も
ち
ゃ
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
発
達
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
子
育
て
の
情
報
交
換
の
場
と
な

り
ま
し
た
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
の
た
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
様
々
な
相
談
や
調
整
を

行
い
ま
し
た
。
点
字
点
訳
・
音
訳
・
傾
聴
・

手
話
・
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
各
種

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。

◆
友
愛
サ
ー
ビ
ス

　
市
民
同
士
の
助
け
合
い
に
よ
る
有
償
型

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
食
事
の

支
度
・
洗
濯
・
掃
除
・
買
い
物
な
ど
の
家

事
援
助
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
し
た
。

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
市
民
同
士
の
助
け
合
い
に
よ
る
有
償
型

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
保
育
施

設
へ
の
送
迎
や
学
童
保
育
終
了
後
の
預
か

り
、
産
前
産
後
の
家
事
援
助
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
ま
し
た
。

◆
社
会
福
祉
協
議
会
支
部

　
中
学
校
区
ご
と
に
設
置
さ
れ
て
い
る
社

協
支
部
で
は
、
身
近
な
総
合
相
談
事
業
と
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
な
が
ら
各
地
区

の
要
支
援
者
に
対
す
る
各
種
支
部
事
業
を

展
開
し
ま
し
た
。

◆
障
害
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
の
日
中
活
動
の

場
と
し
て
、
創
作
活
動
や
機
能
訓
練
な
ど

の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
障
害
の
あ
る

方
の
社
会
参
加
と
福
祉
の
増
進
を
支
援
し

ま
し
た
。

◆
福
祉
の
店
ポ
プ
ラ

　
市
内
外
の
福
祉
施
設
等
で
障
害
者
の

方
々
が
手
作
り
し
た
作
品
等
を
、
常
設
店

（
市
庁
舎
店
・
中
央
店
）
や
イ
ベ
ン
ト
会
場

に
出
張
し
販
売
し
ま
し
た
。

◆
訪
問
介
護
事
業

　
在
宅
で
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や

障
害
者
の
方
を
対
象
に
、
家
事
援
助
や
身

体
介
護
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
し
た
。

◆
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
障
害
の
あ
る
方
や
ご
家
族
か
ら
の
生
活

全
般
の
相
談
に
応
じ
て
、
福
祉
制
度
の
情

報
提
供
や
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す

る
総
合
的
・
専
門
的
な
支
援
を
行
い
ま
し

た
。（
５
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま

す
。）

◆
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

　
障
害
者
へ
の
虐
待
の
早
期
発
見
と
虐
待

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
虐
待
に
関
す
る
通

報
や
相
談
を
、
専
用
回
線
で
24
時
間
３
６

５
日
受
け
付
け
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て

支
援
を
行
い
ま
し
た
。（
５
ペ
ー
ジ
で
詳
し

く
紹
介
し
て
い
ま
す
。）

◆
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
う
ら
ら

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
介
護
予

防
の
た
め
の
事
業
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
し
た
。

◆
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
要
支
援
者
を
地
域
で
支
え
合
う
た
め
、

民
生
委
員
児
童
委
員
・
医
師
・
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

し
、
土
浦
型
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
拡
充

を
図
り
ま
し
た
。

◆
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

　
生
活
困
窮
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
自
立

に
つ
な
が
る
よ
う
、
就
労
支
援
そ
の
他
必

要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
生
活
困
窮
世
帯
の
小
学
４
〜

６
年
生
を
対
象
に
、
子
ど
も
の
学
習
支
援

教
室
を
開
設
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
学

習
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

◆
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
つ
ち
う
ら

　
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、

申
立
て
手
続
き
支
援
や
法
人
で
の
受
任
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
人
材
育
成
や
成
年

後
見
制
度
の
基
礎
知
識
を
周
知
す
る
た
め
、

市
民
後
見
人
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
や
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。（
５
ペ
ー
ジ
で
詳
し

く
紹
介
し
て
い
ま
す
。）

平
成
30
年
度
事
業
報
告

地
域
福
祉
活
動
の
推
進
と
充
実
の
た
め
に
各
種
事
業
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

主
な
事
業
を
次
の
と
お
り
報
告
い
た
し
ま
す
。

当期末支払資金残高
105,631,817

施設管理
運営事業等
129,337,011

在宅サービス
・障害相談事業
120,690,748

地域包括支援センター事業
103,344,415

生活相談事業
31,354,914

事業収入・貸付事業等収入
8,984,139

負担金収入
358,500

経理区分間・
会計単位間繰入金収入

23,607,069

その他の収入
5,961,167

前期末支払
資金残高
115,585,308

自主財源
（社協会費・

共同募金配分金等）
33,224,848

法人運営事業
176,456,428補助金収入

156,840,452

受託金収入
198,230,360

指定管理料収入
143,378,000

介護保険・自立支援給付費等収入
106,786,227

地域福祉推進事業
72,682,652

高齢福祉事業
7,968,179

児童福祉事業
5,420,858

障害福祉事業
26,974,199

母子寡婦
父子福祉事業

621,616

ボランティアセンター活動推進事業
12,473,233

ふ
く
し
の
相
談
グ
ル
ー
プ

地
域
福
祉
グ
ル
ー
プ

平成 30年度　社会福祉協議会資金収支決算
《収入》792,956,070円 《支出》792,956,070円

第38回高齢者スポーツ大会（11.14）第38回高齢者スポーツ大会（11.14）

福祉ふれあい体験（８.２、８.８）福祉ふれあい体験（８.２、８.８）市民後見人講演会（１.19）市民後見人講演会（１.19）

つちうら社協だより ふれあいネットワーク

❸ ❷

みなさまからお寄せいただいた社協会費は、各種事業に活用されています。社協の各種事業には赤い羽根共同募金の助成金が活用されています。

 



成年後見制度成年後見制度
成年後見人等が、財産管理・身上監護（※）

に関する法律行為を行いながら、
本人意思決定の代行代理支援をします

日常生活自立支援事業日常生活自立支援事業
専門員と生活支援員が定期的な訪問と

日常的金銭管理などを行いながら、

ご本人さまの日々の生活を支援します ※生活・医療・介護などに関する手続きをすること。

つちうら社協だより ふれあいネットワーク皆様からの会費で支えられています。高齢者に関するご相談は、地域包括支援センターうららへ　☎824-0332

❺ ❹

令和元年度
社協会費納入にご協力をお願いします。

「誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり」を実現するため、土浦市社会福祉協議会（略称：社協）は日々
活動しています。皆さまからお預かりした会費は、社協が実施する地域福祉事業の大切な財源となってい
ます。ぜひ、ご協力をお願いいたします。

「社協会費」は、社会福祉協議会活動
の充実を図り、その結果、地域住民
の福祉向上につなげる趣旨のものであ
り、募金や寄附金と同様、任意に基
づくものです。

会費（１世帯１口　５００円）は、
自治会・町内会を通じて
お願いしております。

平成３０年度皆さまからお寄せいただ
いた会費は、13,477,200円でした。

ご協力ありがとうございました。

ご存知ですか？「日常生活自立支援事業」「成年後見制度」
どちらも判断能力が十分でない方の権利を守るためのものです

取消権・同意権、
代理権を使って権利を護ります

ご本人さまの
意思を尊重します

詳細はお問合せください イ　イ 後見人

ひとり暮らし高齢者や高齢世帯等へのふれあい電話訪問サービス事業や、高齢者スポーツ大会や芸能
発表会等の生きがい健康づくり事業等に

高齢者の方々への支援

障害のあるお子さんに適したおもちゃの貸出や製作をおこなうおもちゃライブラリー事業や各団体への助
成等に

障害のある方々への支援

ひとり親家庭の親子の絆を深めることを目的とした親子ふれあいの集い、車いす体験や高齢者疑似体験
等の児童福祉体験講座、こども食堂事業等に

子育て家庭や子どもへの支援

社協支部（市内各中学校区ごとの公民館に設置）による福祉活動の展開等に

地域福祉活動の推進

点字点訳、音訳、傾聴等のボランティア養成講座開催、各種ボランティアの相談、調整、派遣等に

ボランティアの育成と支援

法人運営に要する諸経費等に

社協事業の推進

基幹相談支援センター
　障害者手帳の有無にかかわらず、障害のある方やそのご家族等を対象に、福祉制度やサー
ビスの情報提供、生活全般の総合的・専門的な相談支援を行っています。「障害者差別解消法」
に関するご相談にも対応しています。ご相談は無料です。
※「障害者差別解消法」に関するご相談窓口は、基幹相談支援センターと土浦市役所障害
福祉課です。

『土浦市役所障害福祉課　☎８２６－１１１１（内線２３６５）』
『 障害相談係・基幹相談支援センター　☎８２１－５９９５ 』

障害者虐待防止センター
　障害のある方への虐待が疑われる場合の通報受付や相談に対応するとともに、虐待防止に
関する普及啓発活動等を行っています。「虐待をされる人」と「虐待をしてしまう人」の両方を
支援するための相談窓口でもあります。
　通報・相談は専用ダイヤルで24時間365日受け付けしています。（夜間・休日は市内の社
会福祉法人で受付）

※FAXをご利用の方は、FAX：８２４－４１１８
　FAXの受付は、年末年始（12/29 ～ 1/3）および国民の休日を除きます。

『障害者虐待防止センター専用ダイヤル　☎８２４－１６５０』

『成年後見センターつちうら専用ダイヤル　☎８２１－１１５２』

障害相談係からのお知らせ障害相談係からのお知らせ

成年後見センターつちうらからのお知らせ成年後見センターつちうらからのお知らせ

こういった事業の相談を受け付けます。お気軽にご相談ください。こういった事業の相談を受け付けます。お気軽にご相談ください。



成年後見制度成年後見制度
成年後見人等が、財産管理・身上監護（※）

に関する法律行為を行いながら、
本人意思決定の代行代理支援をします

日常生活自立支援事業日常生活自立支援事業
専門員と生活支援員が定期的な訪問と

日常的金銭管理などを行いながら、

ご本人さまの日々の生活を支援します ※生活・医療・介護などに関する手続きをすること。

つちうら社協だより ふれあいネットワーク皆様からの会費で支えられています。高齢者に関するご相談は、地域包括支援センターうららへ　☎824-0332

❺ ❹

令和元年度
社協会費納入にご協力をお願いします。

「誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり」を実現するため、土浦市社会福祉協議会（略称：社協）は日々
活動しています。皆さまからお預かりした会費は、社協が実施する地域福祉事業の大切な財源となってい
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の充実を図り、その結果、地域住民
の福祉向上につなげる趣旨のものであ
り、募金や寄附金と同様、任意に基
づくものです。

会費（１世帯１口　５００円）は、
自治会・町内会を通じて
お願いしております。
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いた会費は、13,477,200円でした。
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ご存知ですか？「日常生活自立支援事業」「成年後見制度」
どちらも判断能力が十分でない方の権利を守るためのものです

取消権・同意権、
代理権を使って権利を護ります

ご本人さまの
意思を尊重します

詳細はお問合せください イ　イ 後見人

ひとり暮らし高齢者や高齢世帯等へのふれあい電話訪問サービス事業や、高齢者スポーツ大会や芸能
発表会等の生きがい健康づくり事業等に

高齢者の方々への支援

障害のあるお子さんに適したおもちゃの貸出や製作をおこなうおもちゃライブラリー事業や各団体への助
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つちうら社協だより ふれあいネットワーク皆様からのお申込みをお待ちしています。「きずなBOX」設置しています。食料品の寄付をお願いします。 詳しくは ☎822-7610

❼ ❻

▼▼▼ご提供いただきたい食品▼▼▼

「きずなＢＯＸ（収集箱）」設置場所

・缶詰　・お米　・インスタント麺
・うどん、そば、パスタ等の乾麺
・レトルト食品など
※常温保存が可能で、賞味期限が2ヵ月以上ある未開封のもの
※生鮮食品は受け付けできませんのでご了承ください

育成会会員募集

育成会の会員を募集しています。
趣 旨をご 理 解いただき、ご 協 力をお願いいたします。

（一口1,000円から）

土浦市
障害児（者）育成会

　昭和３９年当時、知的障害児（者）支援の法的整備が不十分な中、それを補う
ために民生委員が自発的に支援活動を行う会として発足しました。
　現在、育成会は、障害児（者）団体の活動を支援し、障害児（者）及びその家族
の福祉増進を図ることを目的として広く市民の理解を得て活動を行っています。
　障害福祉の推進のために次のような事業を展開しています。

　社会福祉協議会では、ＮＰＯ法人フードバ
ンク茨城と連携して、皆様からご提供いた
だいた食品を、食糧支援が必要な世帯に
お渡しする活動を行っています。
　公共の場所に「きずなＢＯＸ（食品収集
箱）」を設置し、市民などからの食品のご
協力をお願いしております。

【問合せ先】土浦市障害児（者）育成会事務局（福祉のまちづくり係内）　☎８２１－５９９５

【問合せ先】
暮らし自立サポートセンター

（土浦市社会福祉協議会内）　☎８２２－７６１０

市内小中学校合同の校外学習な
ど、日頃、一堂に会し活動することが
少ない児童・生徒が、共に活動して
交流を深めるための事業

教育研究会特別支援研究部
障害児（者）が多くの仲間と夏の２日
間を楽しく過ごすとともに、親が子
の問題や日常生活の悩みを話し合
いながら、相互の理解を深めるため
の事業

障害児（者）交流キャンプ
新たな年の輝かしい門出に当たり、
障害児（者）が社会の一員である自
覚を持つとともに、その家族が一堂
に会して交流を深めるための事業

障害児（者）を励ます新年の集い

障害児（者）団体相互の交流を図る
ための事業

各種団体の研修及び
レクリエーション

青少年ワークショップ（青少年福祉体験）参加者募集青少年ワークショップ（青少年福祉体験）参加者募集
　福祉活動を通して、誰もがもっている思いやりの気持ちを自然に行動に移してみませんか！

日　  程 事前研修　　　８月９日（金）
ワークショップ　８月２１日（水）～２３日（金）

活動内容 次の４コースから第１希望・第２希望をお選びください。
A：保育所での活動体験
B：障害児通所施設での活動体験
C：高齢者通所施設での活動体験
D：障害者通所施設での活動体験

対象者 市内在住・在学の高校生・大学生・専門学校生

定　員 ４０名（定員を超えたときは抽選）

参加費 無料（昼食実費負担あり）

申込方法 電話でお申込みください。
申込みの際、住所・氏名・年齢・電話番号（携帯）・
学校名（学年）・希望コース（第２希望まで）を
お知らせください。

申込締切 ７月１９日（金）まで。

対象者 市内に居住する小学３年生～６年生
※児童１名に対し保護者１名の同伴可

内　容 盲導犬センターの見学・盲導犬についての勉強

定　員 各回２０組４０名（定員を超えたときは抽選）

参加費 1,000円（1名につき）当日集めます

申込締切 ７月１２日（金）【必着】

申込方法 往復はがきに児童の氏名（ふりがな）・
性別・生年月日・住所・電話番号・
学校名・学年・保護者の氏名・緊急
連絡先・保護者の同伴の有無を記入
の上、お申込みください。
※はがき１枚につき申込みは１名のみ

と　き 第１回：８月２日（金）
第２回：８月７日（水）

見学・体験先 東日本盲導犬協会（栃木県宇都宮市）

福祉ふれあい体験【日帰り】参加者募集福祉ふれあい体験【日帰り】参加者募集

申込締切 ７月５日（金）まで。

申込方法 参加費を添えて、福祉のまちづくり係
へ直接お申込みください。

ところ 群馬県吾妻郡嬬恋村方面
※行き先は都合により変更となる場合があります。

対象者 障害児（者）とその保護者

定　員 １２０名（先着順）

参加費 障害児（者）　　　3,000円
保護者　　　　15,000円

と　き ８月１８日（日）～１９日（月）【１泊２日】

障害児（者）交流キャンプ参加者募集障害児（者）交流キャンプ参加者募集

申込み・問合せ先 福祉のまちづくり係　☎ ８２１－５９９５
〒300-0036　土浦市大和町９番２号　ウララ 2 ビル 4 階

新治総合福祉センターからのお知らせ

模　擬　店

ゆはらベジガーデン、コーヒー
ハウスアモル、いばらきコープ
Café le 33、あずき屋工房、　
いろいろ大集合～！

カレーライス
フランクフルト
ポップコーン
綿あめ　　　

　　　……（一皿）200 円

……各 100 円

………………50 円 など

｝

無料ゲーム
ダンボールの玉入れ
あたりくじを釣ろう
ダンボールのもぐらたたき

スカットボール
旗上げ対決！

水ヨーヨー釣り
スーパーボールすくい

　　　　
……………各 100 円｝

有料ゲーム

７月13 日土 10時～14時　新治総合福祉センター内外

問合せ先｜新治総合福祉センター　土浦市沢辺１４２３－１　☎８６２－３５２２

オリジナル
うちわを作ろう

1枚100円

先着
100名様限定！

バルーンアート
11時～ 12時

13時～ 14時

雑貨、日用
品、

手作り品
など…

すてきな
お宝が

見つかる
かも？！

バザー

を開催します！

ご家庭に眠っている食品はありませんか
「きずなＢＯＸ」に食品提供のご協力を！

・福祉の店「ポプラ」（土浦市役所庁舎１階 市民エリア）

・土浦市社会福祉協議会（ウララ 2 ビル 土浦市総合福祉会館４階）

・各中学校地区公民館
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お も な 内 容

No.163

この広報紙は、市民の皆様から寄せられた社協会費と赤い羽根共同募金　の配分金により発行しております。

誰もが
安心して暮らせる

福祉のまちづくり

『社協』は社会福祉協議会の略称です。

平成３１年３月２６日 ～ 令和元年５月１６日 ご協力ありがとうございました。
善　意　銀　行 （敬称略）

金  銭

・
・
・

物  品

・中央支部（一中地区公民館内） 821-0104

・真鍋支部（二中地区公民館内） 824-3588

・東支部（三中地区公民館内） 843-1233

・桜南支部（四中地区公民館内） 824-9330

・上大津支部（上大津公民館内） 828-1008

・南部支部（六中地区公民館内） 842-3585

社協関係部署連絡先

2019.6.18

ボランティアとしてご協力いただいた企業・サークル　※順不同

・㈱筑波銀行
・㈱日立インダストリアルプロダクツ
・㈱日立金属ネオマテリアル
・日立建機㈱
・㈱常陽銀行
・㈱セブン＆アイ・ホールディングス 

・中川ヒューム管工業㈱
・日本郵便㈱ 土浦郵便局
・㈱かんぽ生命保険 土浦支店
・日本マクドナルド㈱
・ＪＦＥ商事㈱
・ひまわりの会 
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嘱託職員募集

★選考方法 面接試験（随時）
★申込方法 電話連絡のうえ、履歴書を本会宛て郵送またはご持参ください。
★問合せ先 土浦市社会福祉協議会（総務係）　土浦市大和町９－２ ウララ２ビル４階　☎８２１－５９９５

求人職種

内容

月給

資格

勤務

勤務場所

介護職員

障害者の介助、送迎など

154,000 円（処遇改善手当別）

初任者研修修了者または介護福祉士、
普通運転免許

８：３０～１７：１５（休憩６０分）、
日曜・祝日休み、４週８休（ローテーション）、
有休、年末年始休暇

土浦市障害者自立支援センター
（総合福祉会館５階）

障害児（者）への相談支援業務

・障害児（者）や家族への情報提供
・障害福祉サービスの利用計画書の作成
　（パソコン使用）　など

180,000 円

相談支援専門員または相談支援専門員の要
件となる実務経験のある方　普通運転免許

８：３０～１７：１５（休憩６０分）、
土日・祝日休み、有休、年末年始休暇

土浦市社会福祉協議会
（総合福祉会館４階）

お問合せ・お申込みは

〒３００－００３６　
土浦市大和町９－２　ウララ２ビル４階
土浦市総合福祉会館内
TEL 029-821-5995 ㈹　
FAX 029-824-4118
E-mail  info＠doshakyo.or.ｊｐ
http://ｗｗｗ.doshakyo.or.jp

・都和支部（都和公民館内） 832-1667

・新治支部（新治地区公民館内） 862-2673

・新治総合福祉センター 862-3522

・老人福祉センター湖畔荘 828-0881

・老人福祉センターうらら 827-0050

（電子オルガン）　貝塚　惇観
（雑巾）　針の会
（シルバーカー・車椅子ほか）　菊地　利雄
（書き損じはがき）　sora 齋藤　真也

・
・
・
・

・（古切手） 土浦協同病院  看護師会
 エキスパート株式会社
 須原　良雄
 土浦訪問看護ステーション
 都和地区民生委員児童委員協議会
 塚田陶管株式会社

コーヒーハウスアモル　代表　滝 智一 25,130円
土浦第３中学校 １２会 5,224円
土浦ＳＯＲＡライオンズクラブ　会長　酒井 英一 100,000円
土浦市ふれあいセンターながみね 72,965円

・
・
・
・

ふれあいネットワーク次号は、９月 18 日（水）発行予定です。


